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例題 5.60(全順序集合) (X,≤)を全順序集合とする. X × Xの上に関係
¹を次のように定義する.

任意の (x1, x2), (y1, y2) ∈ X × Xに対し,

「“(x1, x2) ¹ (y1, y2)” ⇔ “((x1 6= y1)∧ (x1 ≤ y1))∨ ((x1 = y1)∧ (x2 ≤
y2))” 」と定義する。
このとき, 関係 ¹はX × X上の全順序関係になる. このような順序関
係を辞書式順序という.
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